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乳癌に4例中1例 125%)､大腸癌に40例中5例 (12%)､食道癌に10例中2例 (20%)､











れた｡CCDC62-2は各種がん患者に免疫原性 を有 し､我々がすでに同定 した
0､VTES-1､AXAP3､XAGE-1などと組み合わせることにより､各種のがんに対して
効果的な免疫療法の標的となると考えられた｡









ライブラリー のスクリー ニングを行った｡2種類のスプライスバリアントを有する SEREX
同定抗原 CCDC62(CCDC62-1､ccDC62-2)にらや､て､正常組織あい埠癌組織での
遺伝子発現をRT-PCR法あるいはタックマンプロー ブを用いたリアルタイムRT-PCR準
で解析した｡各種の癌患者の CCDC62-2に対する液性免疫応答は組換えタンパクを
作成し､ELISA 法及びウェメタンプロット法により解析した｡その結果､以下の結論を
得た｡
1､SEREⅩ法を用いて胃癌抗原を解析し､CCDC62･2を同定した｡
2､正常組織､癌組敵における定性的および定量的な遺伝子発現解析の結果､
CCDC62-2はCT抗原性を有していた｡
3､癌患者のCCDC62-2に対する硬性免疫応答が認められ､特異的cD4陽性T細胞
の誘導が示唆された｡
これらの知見は CCbc62-2が広範囲ながんに対して､がん免疫療法の標的分子と
なる可能性を明らかにしたものである｡よって本申請論文は博士(歯学)の学位論文と
して価値があるものと藤めた｡
